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東
京
外
か
く
環
状
道
路
大
泉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
発
進
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
損
傷
並
び
に
掘
進
停
止
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
以
下
、
外
環
道
と
呼
ぶ
）
事
業
で
は
大
泉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
／
東
京
都
練
馬
区
）
か
ら

発
進
し
た
本
線
ト
ン
ネ
ル
（
南
行
）
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
止
水
を
目
的
に
設
置
し
て
い
た
仮
設
用
の
地
中
壁
に
接
触
し
、
カ

ッ
タ
ー
ビ
ッ
ト
や
攪
拌
翼
が
損
傷
す
る
事
故
が
起
き
た
。
損
傷
は
本
年
四
月
七
日
に
判
明
し
た
と
さ
れ
、
現
在
、
掘
進
は
停
止

し
て
い
る
。
損
傷
の
補
修
は
、
半
年
程
度
が
見
込
ま
れ
る
と
す
る
。 

 

こ
の
事
故
は
、
一
昨
年
十
月
に
東
京
都
調
布
市
内
で
外
環
道
工
事
に
よ
り
地
表
の
陥
没
事
故
等
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

国
土
交
通
省
や
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
（
以
下
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
呼
ぶ
）
が
「
再
発
防
止
対
策
」
や
「
地
域
の
安

全
・
安
心
を
高
め
る
取
り
組
み
」
を
行
う
な
ど
し
、
停
止
し
て
い
た
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
る
掘
進
を
再
開
し
た
直
後
に
発
生

し
た
も
の
で
あ
り
、
事
態
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
以
下
、
政
府
の
認
識
及
び
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

調
布
市
内
で
の
陥
没
並
び
に
空
洞
事
故
と
、
今
般
の
大
泉
発
進
本
線
ト
ン
ネ
ル
（
南
行
）
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
損
傷
事
故

に
つ
い
て
、 

 

１ 

こ
れ
ら
は
想
定
外
の
事
故
で
あ
っ
た
と
の
認
識
か
。 



 

２ 

 

 
２ 

外
環
道
工
事
（
関
越
自
動
車
道
～
東
名
高
速
間
）
に
お
い
て
、
想
定
外
の
事
故
及
び
諸
事
象
は
今
後
起
き
な
い
と
断
言

で
き
る
か
。 

二 

地
中
の
支
障
物
に
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
接
触
し
、
ト
ラ
ブ
ル
並
び
に
事
故
が
発
生
し
た
国
内
、
国
外
で
の
過
去
の
事
例
に

つ
い
て
関
係
各
省
で
把
握
し
て
い
る
事
例
を
全
て
列
挙
さ
れ
た
い
。
そ
の
際
、
事
故
発
生
年
月
日
、
事
業
並
び
に
工
事
名

称
、
発
生
場
所
、
事
例
の
概
要
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
、
地
中
の
支
障
物
に
対
し
て
安
全
な
施
工
を
行
う
上
で
、
重
視
す
る
べ
き
諸
点
の
説
明

を
求
め
る
。 

三 

外
環
道
（
関
越
自
動
車
道
～
東
名
高
速
間
）
の
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
今
後
の
掘
進
ル
ー
ト
に
支
障
物
は
な
い
と
言

え
る
か
。
仮
に
言
え
る
な
ら
ば
、
根
拠
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

四 

今
般
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
損
傷
で
は
、
地
上
か
ら
開
削
し
て
補
修
に
あ
た
る
と
す
る
。
仮
に
、
住
宅
地
で
同
様
な
事
故

が
生
じ
た
場
合
は
、
い
か
な
る
対
応
を
す
る
の
か
。
地
上
か
ら
開
削
す
る
の
か
。 

五 

掘
進
ル
ー
ト
に
支
障
物
が
あ
る
場
合
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
通
過
す
る
際
に
支
障
物
を
未
然
に
察
知
し
、
掘
進
を
停
止
す

る
等
の
技
術
に
つ
い
て
、 



 

３ 

 

 
１ 

こ
の
よ
う
な
技
術
が
仮
に
確
立
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
い
か
な
る
技
術
か
。
ま
た
仮
に
、
こ
の
よ
う
な
技
術
が
確

立
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
支
障
物
が
あ
っ
た
場
合
ど
の
よ
う
に
察
知
す
る
の
か
、
又
は
察
知
が
不
可
能
で
あ
る
の

か
。 

 

２ 

仮
に
察
知
が
で
き
な
い
場
合
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
支
障
物
と
接
触
し
た
直
後
に
異
常
を
感
知
す
る
技
術
は
確
立
し
て

い
る
の
か
。
仮
に
、
確
立
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
技
術
な
の
か
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

技
術
は
大
泉
発
進
本
線
ト
ン
ネ
ル
（
南
行
）
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
搭
載
し
て
い
た
の
か
。
仮
に
搭
載
し
て
い
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。 

六 

大
泉
発
進
本
線
ト
ン
ネ
ル
（
南
行
）
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
損
傷
は
仮
設
用
の
地
中
壁
の
図
面
を
作
成
す
る
過
程
で
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
の
製
図
）
操
作
上
の
ミ
ス
が
原
因
で
図
面
の
中
心
が
下
方
に
約
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
並
び
に

水
平
方
向
に
約
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ず
れ
て
い
た
こ
と
、
作
成
し
た
図
面
に
つ
い
て
確
認
が
不
足
し
間
違
い
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ず
れ
が
発
見
さ
れ
な
い
ま
ま
掘
進
が
行
わ
れ
た
こ
と
等
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
図
面

の
作
成
業
務
で
あ
る
「
Ｈ
２
６
外
環
大
泉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
地
区
構
造
物
設
計
業
務
」
は
国
土
交
通
省
東
京
外
か
く
環
状
国
道
事
務
所

が
発
注
し
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
株
）
が
受
注
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、 



 

４ 

 

 
１ 

作
成
さ
れ
た
図
面
が
指
示
並
び
に
発
注
ど
お
り
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
発
注
者
（
国
土
交
通
省
東
京
外
か
く
環
状
国

道
事
務
所
）
は
、
精
確
に
確
認
し
た
の
か
。
仮
に
精
確
に
確
認
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
理
由
を
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

 

２ 

Ｃ
Ａ
Ｄ
と
は
い
か
な
る
技
術
か
。
そ
の
概
要
と
技
術
内
容
並
び
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
名
称
を
示
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
こ
の
技
術
並
び
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
設
計
上
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
心
位
置
と
作
成
し
た
図
面
の
中
心
が
ず
れ
て

い
た
場
合
、
警
告
が
発
せ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
様
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
念
の
た
め
訊
く
が
、
こ
の
よ
う
な
仕
様
は
そ
も
そ

も
困
難
な
こ
と
な
の
か
。 

 

３ 

図
面
の
作
成
は
、
受
注
者
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
が
行
っ
た
も
の
か
、
又
は
下
請
事
業
者
等
が
行
っ

た
も
の
か
。 

七 

土
木
学
会
の
「
ト
ン
ネ
ル
標
準
示
方
書
［
シ
ー
ル
ド
工
法
編
］
・
同
解
説
」
は
、
「
４
・
１
１
地
中
支
障
物
対
策
」
の
項

で
「
施
工
段
階
に
お
い
て
も
」
「
状
況
に
応
じ
た
事
前
調
査
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
て
い
る
。
今
般
の
シ
ー
ル
ド

マ
シ
ン
の
損
傷
事
故
で
は
施
工
段
階
で
有
効
な
事
前
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

 
 

な
お
、
土
木
学
会
の
「
ト
ン
ネ
ル
標
準
示
方
書
［
シ
ー
ル
ド
工
法
編
］
・
同
解
説
」
は
国
土
交
通
省
の
「
シ
ー
ル
ド
ト
ン



 

５ 

 

ネ
ル
施
工
技
術
検
討
会
」
が
昨
年
十
二
月
に
公
表
し
た
「
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全
・
安
心
な
施
工
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
の
な
い
事
項
は
「
土
木
学
会
ト
ン
ネ
ル
標
準
示
方
書
［
シ
ー
ル
ド
工
法

編
］
・
同
解
説
」
（
以
下
、
示
方
書
と
い
う
）
等
の
技
術
図
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
」
と
し
て
い
る
文
献
で
あ
る
。 

八 

損
傷
が
起
き
た
大
泉
発
進
本
線
ト
ン
ネ
ル
（
南
行
）
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
掘
進
の
際
の
施
工
デ
ー
タ
の
計
測
並
び
に
監
視

に
つ
い
て
、 

 

１ 

計
測
並
び
に
監
視
し
て
い
る
施
工
デ
ー
タ
の
種
類
や
名
称
、
項
目
を
全
て
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

損
傷
が
起
き
た
際
に
各
種
施
工
デ
ー
タ
に
異
常
は
な
か
っ
た
の
か
。
仮
に
有
る
場
合
は
、
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

九 

国
土
交
通
省
東
京
外
か
く
環
状
国
道
事
務
所
並
び
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
関
東
支
社
東
京
外
環
工
事
事
務
所
等
に
よ
る
住

民
説
明
会
（
本
年
一
月
二
十
三
日
〜
二
月
一
日
実
施
）
の
資
料
「
大
泉
側
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
『
再
発
防
止
対
策
』

お
よ
び
『
今
後
の
対
応
』
な
ど
に
関
す
る
ご
説
明
」
に
よ
る
と
、
「
シ
ー
ル
ド
工
事
の
掘
進
状
況
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
の

提
供
」
と
し
て
「
施
工
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会
に
お
い
て
確
認
後
適
切
に
公
表
し
て

い
く
」
と
し
て
い
る
。
さ
る
六
月
三
日
、
「
『
再
発
防
止
対
策
及
び
地
域
の
安
全
・
安
心
を
高
め
る
取
り
組
み
』
を
踏
ま
え



 

６ 

 

た
工
事
の
状
況
等
」
を
「
議
事
」
と
し
て
「
第
２
４
回
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
が
、
今

般
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
損
傷
並
び
に
掘
進
停
止
を
主
題
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
資
料
内
で
公
開
さ
れ
た
施
工
デ
ー
タ
も

今
般
の
損
傷
に
つ
い
て
国
民
が
検
証
等
を
行
う
上
で
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、 

 

１ 

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
損
傷
す
る
直
前
か
ら
損
傷
後
ま
で
の
各
種
施
工
デ
ー
タ
を
示
し
、
説
明
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
損
傷
す
る
直
前
か
ら
損
傷
後
ま
で
の
施
工
デ
ー
タ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
国
民
が
簡

易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
、
す
み
や
か
に
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

十 

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
地
中
壁
を
切
削
し
た
の
は
本
年
三
月
三
十
日
及
び
三
十
一
日
で
あ
り
、
損
傷
が
判
明
し
た
の
は
四
月

七
日
、
そ
の
こ
と
を
国
土
交
通
省
並
び
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
が
公
表
し
た
の
は
同
月
十
二
日
で
あ
る
。
同
月
二
十
八
日
に

は
「
原
因
と
補
修
の
状
況
等
に
つ
い
て
」
新
た
な
公
表
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、 

 

１ 

三
月
三
十
日
か
ら
四
月
二
十
八
日
ま
で
の
国
土
交
通
省
並
び
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
の
損
傷
事
故
に
関
す
る
対
応
の
経

過
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

損
傷
の
判
明
か
ら
公
表
ま
で
五
日
を
要
し
た
理
由
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
損
傷
が
生
じ
た
こ
と
を
す
み
や

か
に
公
表
し
、
周
辺
住
民
に
も
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
見
解
を
求
め
る
。 



 

７ 

 

十
一 

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
損
傷
並
び
に
掘
進
停
止
に
よ
り
追
加
的
経
費
の
発
生
が
見
込
ま
れ
る
。
現
時
点
に
お
け
る
概
ね
の

金
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
追
加
的
費
用
を
負
担
す
る
者
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

十
二 

今
般
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
損
傷
並
び
に
掘
進
停
止
は
、
一
昨
年
の
調
布
市
内
で
の
陥
没
並
び
に
空
洞
事
故
の
後
停
止

し
て
い
た
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
、
「
再
発
防
止
対
策
」
や
「
地
域
の
安
全
・
安
心
を
高
め
る
取
り
組
み
」
を
実
行
す

る
等
と
し
て
、
計
画
地
沿
線
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た
上
で
、
工
事
を
再
開
し
た
直
後
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
損
傷

個
所
の
補
修
の
た
め
に
事
業
用
地
内
と
は
い
え
地
上
か
ら
の
開
削
工
事
が
行
わ
れ
る
。
私
は
、
沿
線
住
民
に
と
り
看
過
で
き

な
い
問
題
で
あ
る
と
率
直
に
指
摘
す
る
。
今
般
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
損
傷
並
び
に
掘
進
停
止
に
つ
い
て
、
沿
線
住
民
へ
の

説
明
会
を
す
み
や
か
に
開
催
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
見
解
を
求
め
る
。 

十
三 

外
環
道
の
Ｂ
バ
イ
Ｃ
は
、
一
以
下
が
確
実
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
説
明
を
求
め
る
。
外
環
道
建
設
は
中
止
を
念
頭

に
、
根
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
が
、
見
解
は
い
か
が
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


